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次年度第３９期副会長・専務理事決定！
《特集》４月例会開催 講演「クルーズ客船寄港の経済効果とビジネスチャンス」小倉誠一氏/平成２４年度新入会員オリエンテーション開催/
         ＯＢ会員を訪ねて　㈲べこ会・アンド・まるせい 門脇浩二 氏

《特集》４月例会開催 講演「クルーズ客船寄港の経済効果とビジネスチャンス」小倉誠一氏/平成２４年度新入会員
　　　オリエンテーション開催/ＯＢ会員を訪ねて　㈲べこ会・アンド・まるせい 門脇浩二 氏

次年度39期副会長・専務理事決定！次年度39期副会長・専務理事決定！次年度39期副会長・専務理事決定！次年度39期副会長・専務理事決定！
【副会長】
岩田　 剛 会員

（中央会活動履歴）
H18年５月入会
H19年度　副委員長
H21年度　委員長
H22年度　副会長
H23年度　専務理事
H24年度　監　事

【副会長】
福庭 貴志 会員

（中央会活動履歴）
H14年８月入会
H16年度　副委員長
H18年度　県出向
H23年度　委員長

【副会長】
松尾 友雄 会員

（中央会活動履歴）
H20年５月入会
H22年度　副委員長
H23年度　委員長

【副会長】
牧田 継夫 会員

（中央会活動履歴）
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H17年度　県出向
H18年度　委員長
H21年度　副委員長
H23年度　県出向
H24年度　副会長

【副会長】
松田 幸紀 会員

（中央会活動履歴）
H16年12月入会
H19年度　副委員長
H20年度　委員長
H21年度　県出向
H24年度　副会長

【専務理事】
盛政 春樹 会員

（中央会活動履歴）
H22年３月入会
H23年度　副委員長
H24年度　委員長



の短縮、高速料金
の安さなどにふ
れ、クルーズに求
められる周遊可
能な観光資源を
広域に抱える境
港は、より一層の
飛躍を遂げるこ

とが可能であるとご説明された。
　また、境港はこのクルーズ港としての機
能・サービスを磨き、実績を積み重ねるこ
とで後々は船から船へ乗換える拠点港を
目指し、更なる経済効果を生みだしていき
たいと述べられた。このクルーズの機運を
新たなビジネスチャンスと捉え、どんな提
案でもいいのでこんなことは出来ないか
といった相談をして欲しい。共にこの地域
の発展のために取り組んでいきたいと語
られた。

　第２部は「クルー
ズ客船寄港地として
の発展に向けて」と
題し、引き続き小倉
氏に加え、第一線で
活躍され続けている
堀田收ＯＢ・野嶋功
ＯＢ・中島太郎ＯＢ
にパネリストとして
加わっていただきパ
ネルディスカッショ
ンが行われた。
　 パ ネ リ ス ト か ら
は、クルーズ船の寄
港による地域経済へ

　久々の境港で開催された４月例会は、私
たちが暮らすこの中海圏域に夢と新たな
ビジネスチャンスの到来を知らせる熱気
あふれる例会となった。

　 冒 頭、河 津 会
長 よ り「 先 入 観
を持って人の話
を 聞 か な い。こ
の情報社会の中
で偏った情報だ
けで対応すれば
チャンスを失っ
てしまう。本日の

例会では、そこを意識して、新たなビジネ
スチャンスを掴むきっかけにして欲しい」
と語られた。
　その後、新入会員バッジ授与では、高田
会員、戸田会員とも今後の活動への強い意
気込みを感じさせる挨拶があった。
　続いてトライアスロンタイムでは、松田 
新マラソン部長、濱田新ボランティア部
長、山内新AS部長より就任にあたっての
決意表明が行われた。
　また、この４月例会では、臨時総会が開
催され、満場一致にて次年度副会長・専務
理事が選任された。
　続く第１部では「クルーズ客船寄港の経
済効果とビジネスチャンスについて」と題
して境港管理組合の小倉事務局長にご講
演いただいた。
　小倉氏は、ここ近年、活発化する東南ア
ジア圏域のクルーズにおいて境港の持つ
高いポテンシャルと現状について解説さ
れた。特に高速道路の拡張による移動時間

４月例会開催 日時：平成25年４月15日（月）
場所：鳥取県立夢みなとタワー３F夢みなとシアター
担当：チャレンジ委員会４月例会開催

のトータル的なメリットは理解できると
の声が上がる一方で、言葉の壁の問題・お
客様が満足できる体制を整えないままで
は、逆にマイナスのイメージを植え付けて
しまうのではないかといった声も上がっ
た。

　 印 象 的 だ っ た の
は、中島ＯＢが発言
された、「来られる国
や 地 域 に よ っ て も
ニ ー ズ は 様 々 で あ
り、思いもよらない
ものが売れることも
ある。そういう意味

では、日常の中に非日常が眠っているかも
しれない。それを掴むには想像力を働かせ
る必要がある。」という言葉だった。

　今回の例会では、普段自分たちが当たり
前だと感じていることの中にも新たなビ
ジネスチャンスにつながる何かがあるこ
とを、クルーズ客船の寄港というテーマを
通じて示唆していただいたと思う。冒頭の
河津会長の言葉が強く心に残った。

　　　　　              　（記事：生田）

例会を終えて…　チャレンジ委員会 委員長　上田 康文
　4月例会が終わり、ハンサムの原稿を書くことは、振り返り達成感を味わえるので好きな作業です。この達成感
も、後藤副会長・三輪副委員長そしてチャレンジ委員会のメンバーのおかげです。
　年度始めの計画を見直し、当委員会の例会の変更内容が11月に決まるなど、メンバーには非常に不安と負担がか
かるなか、委員会で内容を煮詰めて行くことが出来、いい例会になったのではないかと思います。例会がもちろん
全てはないですが、会員の貴重な時間と会費を預かる例会を、無事に作る事ができて本当に良かったです。
　お越しいただいた、小倉事務局長・堀田OB・野嶋OB・中島OBの講演とパネルディスカッションを通してビジネ
スチャンスを感じ取れたと思います。今回、改めて中央会の素晴らしさ、奥の深さを知りました。本当にありがとう
ございました。

政治行政委員会　髙田典宗
　この度 、初めて例会に参加させていただきま
した。多くの方とご挨拶をするたびに、皆様の
活気あふれる雰囲気に唯々驚くばかりでした。
家業に入ってからは大勢の方の前で喋る機会
がなく、また元々人前に出ることを苦手として
いることもあり、新入会員として皆様の前での

挨拶は大変緊張しました。
　諸先輩方の背中を追いかけ、自分自身の成長が感じられるよう
に、出来ることを一つ一つ積み重ねていこうと改めて感じまし
た。

道州制問題検討委員会　戸田博之
　今回 、初めて例会に参加させて頂き、緊張し
ました。壇上に上がり、河津会長よりバッジを
頂き皆様の前で一言 、緊張以外ありませんでし
た。
　境港のクルーズ客船に関する講演はスケー
ルが大きく、そして身近に感じる興味深い講演

でした。気づく事が出来れば、様々な所に可能性があるのだと考
えさせられました。皆様との活動の中で視野を広げ、自身の成長
とともに地域にも貢献していければと思います。

はじめての例会



中央会ＯＢを訪ねて ㈲べこ会・アンド・まるせい 代表取締役社長
門脇浩二OB（第28期ご卒会）中央会ＯＢを訪ねて

　今月のＯＢ訪問は、今から10
年前の第28期会長を務められた
㈲べこ会・アンド・まるせい 代
表取締役社長 門脇浩二ＯＢの会
社へお邪魔させて頂きました。
　先ず初めに長年の疑問である
企業名の由来について質問しま

した。「うちは創業25年になるが、当時の長田茶店の社長から
『面白い名前を付けなさい』と言われていた。そこで《丸く成功
する》から【まるせい】。加えて牛の堆肥も扱っていた事から【べ
こ会】。これらを組み合わせて社名とした。」と教えていただき
ました。
　中央会の会長であると同時
に青経連のトップも務められ
た門脇ＯＢですが、入会当初
は『不良会員』という印象が
あったそうです。
　その後の中央会活動に於い
て《同じ釜の飯を食う》間に
人柄が認められ、特に同年代
の会長経験者である岩田慎介ＯＢ・土井一朗OBとは互いに刺
激し合う間柄で、今でも仲良くしておられるそうです。
　中央会生活を振り返っていただきますと「40代の頃が一番
楽しかった。10年経っても良い経験をした思い出しか浮かん
でこない。中でも29期浜田会長の代理として合併協議会に参
加し、３年の間良い経験をさせて貰った事は特に印象深かっ

　平成25年4月22日（月）倉吉未来中心小ホールにて、県青中の視
察研修事業も兼ねて行われた、中部青年中央会によるオープン例
会に参加しました。

　「接客術」をテーマにした講演例会で、講
師はテレビ・ラジオで活躍中の「銀座のブス
ママ」こと石川　香氏。コンプレックスを武
器に変えて、驚くような独自の接客術で成
功を治められてきた波乱万丈な体験の数々
をご披露され、更に会場全体巻き込みなが
ら行う面白おかしく講演は、会員にも一般
参加者にもとても楽しめた例会だったと思

います。
　中部中央会の会員が一丸となり、石川講師とコミュニケーショ
ンをとりながら、ほぼ満席の会場で例会に取り組む姿も印象的で
した。

た。行政と民間の見解の差は確かにあったが、人間性は同じで
あり、必ず分り合えるという事を理解出来た。」
とのことでした。
　次に河津会長について伺いました。「自分が会長の頃 、新入
会員を連れて飲みに行った事がある。中央会云々は抜きして、
腹を割って将来の展望や夢について語る為だ。その中に河津君
が居た。第一印象は誠実そうでオシャレだなと感じた。
　前回の『次年度を励ます会』で久々に会うと、会長職に対す
る色々な不安を抱えてはいたようだが実に良い目をしていた。
残りの時間も自分のポリシーをしっかり貫いて欲しい。」
と激励されました。
　最後に現役会員へのメッセージをお願いしました。
　「丁度今は政局が大きく変動しており、何かに期待できる面
白い時代だと言える。株価の変動も大きく、思わぬ儲けにつな
がったりもする。我々は中小企業と呼ばれているが、その実は
零細企業だ。大企業にパワーで勝てる訳もなく、身軽な機動力
を生かした戦いになる。そこで仲間達とのコミュニケーション
を密に取り、情報をカバーし合う事が重要になってくる。大事
なのは繋がりである。」現役の頃よりすっかり御髪が白くなっ
ておられますが、優しい笑顔は健在でした。今後とも我々後輩
達を見守って下さい。お忙しいところをご協力賜りまして、誠
にありがとうございました。
　
おくやみ　門脇OBにおかれましては、ご母堂様のご逝去を悼
み、謹んでお悔やみ申し上げます。

　　　　  （記事：徳尾）

　また、受付での配布資料も充実しており、中部青年中央会の紹
介資料・イベントチラシとも一般の方に分かりやすく、興味を引
くものに仕上がっていました。
　今回のオープン例会では、一
般の方に対して事前のチケット
購入制で行われたことや、フェ
イスブック上でのＰＲなど、わ
れわれ西部青年中央会にとって
も、今後の活動に向けてとても
参考になる例会でした。
　５月には今期最後の視察研修が西部で行われます。担当である
道州制検討委員会を先頭に、会員全員でおもてなしの心を持って
東部・中部の会員をお迎えし、「いい例会だった」と言って貰えるよ
うな例会作りをしたいと思うのは私だけではないと思います。

  （記事：吉田）

中部青年中央会オープン例会視察研修 平成25年４月22日（月）
倉吉未来中心小ホール中部青年中央会オープン例会視察研修 平成25年４月22日（月）
倉吉未来中心小ホール

　平成25年４月23日（火）米子市文化ホー
ルに於いて、メディアコミニケーション
委員会担当による新入会員オリエンテー
ションが開催された。
　当日は平成24年７月から平成25年４月
までに入会された新入会員全10名 、今年
度四役９名のご参加を頂いた。
　例会と同じく綱領唱和から始まり、河津
会長よりご挨拶を賜った後 、趣旨説明を
行った。
　当日の研修内容として、①西部青年中央
会の組織と関連団体との関係について②
年間活動内容・外部団体について③西部青
年中央会と地域との関わり④周年事業に

ついて⑤西部青年中央会の選挙活動に対
する方針について⑥OB会との関係につい
て⑦ホームページ・広報誌について⑧共済
について、以上８項目を新入会員に理解し
て頂けるよう、極力噛み砕いた説明を行う
事に重点を置いた。

　 そ の 後 は
旬 門 に 場 所
を移し、懇親
会 兼 意 見 交
換 会 を 開 催
した。飲食と
伴 な う 事 で
和やかな雰囲気の中で交流ができ、やは
り「飲みュニケーション」は重要である事
を再認識させる、予想以上に有意義なオリ
エンテーションとなった。無論当日１日で
すべてを理解することは難しい。今後の活
動を通じた経験からも、中央会の事をより
深く理解して頂く事を望む。  （記事：野口）

平成24年度 新入会員オリエンテーション開催 平成25年４月23日（火）
於：米子市文化ホール研修室平成24年度 新入会員オリエンテーション開催
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〈コメント〉 
　この度入会しました髙田と申します。何事も勉強と考え、中央会での活動
を通して様々な業種の方とお付き合いすることで、自分の視野を広げたいと
思っています。若輩者ではありますが何卒よろしくお願い申し上げます。

（
政
治
行
政
委
員
会
）

H25.04（H24年度）入会

（推薦者）	三輪（龍）

	 後藤（太）
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 Ｏ型 
㈲高田	

不動産賃貸業

〒689-3533	米子市福万347

ＴＥＬ	27-1019　ＦＡＸ	27-3266

（KT）090-5374-2873	 	

（EM）pulse_driver314@yahoo.co.jp	

	 	 Ｓ61.01生〈
新
入
会
員
〉

〈コメント〉 
　私自身、知らない事や足らない点が多すぎると思っており、青年中央会
の活動を通して多くの事を学び吸収して、自信を持って家業を継いでいけ
る様、自分を成長させていきたいと思っています。宜しくお願いします。

（
道
州
制
問
題
検
討
委
員
会
）

H25.04（H24年度）入会

（推薦者）	上田（康）

	 竹ノ内（賢）
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 AB型 
㈲戸田油店	 取締役

LPガス・灯油販売、住宅設備機器、観光土産品販売

〒684-0005	境港市松ヶ枝町18

ＴＥＬ	42-2748　ＦＡＸ	42-2876

（KT）090-3889-3057	 	

（EM）todaabura@chukai.ne.jp	 	

Ｓ49.08生

　青年中央会に長く在籍していますが、改めて多くのこと
を学ばせて貰ってきたと実感しています。
　その中の一つが「実践 、実行することの大切さ」です。会
則の第一条にも “～清新溌剌たる意気と熱意による実践活
動により～”とありますが、やはり実践することが一番重
要だと思っています。また、実践する前に熟慮することも
必要です。しかし決断したら実行あるのみ、躊躇せず進め
ていかなければなりません。そういう意味では青年中央会
は常に実践の場と言えるのではないでしょうか。委員会や
例会は言うに及ばず、県青中や青経連 、トライアスロンボ
ランティアや周年事業等 、全て実践の場です。それらに出
席するだけでも充分行動に移していると思いますが、企画
運営まで携わっている場合や、終了後の打ち上げ等で “自
分はやり遂げた、実践したのだ”と感じるのは私だけでは
ないはずです。評論家のように意見を述べるだけで、行動
に移さない人が増えているような気がする世の中（私だ
け？）、実践の場の真ん中にいる青年中央会会員は決して
そうならないとは思いますが、私自身今一度気を引き締め
て、とことん実践・実行して行こうと思います。

日時と場所：４月20日（土）　撮影場所：グリーンパーク大山にて
タイトル：「平成24年度会長杯ゴルフコンペにて」
コメント：平成24年度会長杯ゴルフコンペを開催。西部23名、中部８
名 、東部９名の多くの参加者がグリーンパーク大山ゴルフ倶楽部に
集結し、春のグリーンを満喫しました。

今月のNice Shot！今月のNice Shot！

中央会徒然中央会徒然 渡辺 一徳 監事

　今期、会長をして色々な会合に出席していますが、
その会合の中で鳥取県西部の良い所は何かという質
問がありました。1月の新年例会の会長挨拶で少し話しましたが、私
が思うのは、やはり自然です。車で約30分で大きな山（大山）や海（日
本海）の両方に行ける地域は、全国でも非常に少ないということで
す。海水浴・釣り・サーフィン・スノーボード・スキー・ゴルフ・キャン
プ・登山等、山や海ですることはほぼ何でも出来るのではないでしょ
うか。それに、海産物や水・野菜・肉類も新鮮で美味しく、温泉もあり、
神社等の文化財も多く、医療設備は全国でもトップクラス、空港や
港もあり、物価も安く住みやすい。飲食店や百貨店等は都会に比べれ
ば当然少ないですが、インターネット販売の普及により、容易に購入
出来るようになりました。
　私は、以前大阪に進学して、旅行会社に勤務していたので、色々な
意味で鳥取県西部の良さが非常に良く分かります。しかし、この良さ
が全国にあまり発信出来ていないことも事実です。この地域にずっ
と住んでいると、良い点が当たり前に感じますが、非常に優れた地域
で生活していると思います。我々、青年経済人が色々な場面でこの地
域の良さをアピールすることが、地域活性化につながると思います。

会長なぅ !会長なぅ !会長なぅ !

編集後記
　このハンサムの原稿には自筆と依頼、二通りある。
　その後者で、根回し・段取り・追い込み等、仕事に通じるものを
学ばせて貰えた。（特に“動かない人”の動かし方）
　得られるモノも大きい広報畑、多くの人に経験して欲しい部門
だと思う。		　　　　　　　　　　　　	（竹谷＠３度目の広報畑）

メディアコミュニケーション委員会
平成25年４月５日（金）19：00〜　場所：味わいジャパン

議題／	・役員会報告　・ハンサム、中央会ＴＶ　

		 ・新入会員オリエンテーション　・39期会員手帳　・その他

政治行政委員会
平成25年４月９日（火）19：00〜　場所：レストランぶどうの木

議題／	・役員会報告　・会員拡大　・提言について　・その他

チャレンジ委員会
平成25年４月10日（水）19：00〜　場所：夢みなとタワー第一会議室

議題／	・役員会報告　・４月例会打ち合わせ　・会員拡大　・その他

　教育対策検討委員会
平成25年４月９日（火）19：00〜　場所：米子ニューアーバンホテル

議題／		・役員会報告　・３月例会について　・会員拡大　

		 ・提言に向けて　・その他

道州制問題検討委員会
平成25年４月９日（火）19：00〜　場所：就将公民館

議題／	・役員会報告　・松江ＹＥＧ交流会の反省　

		 ・道州制及び５月例会について　・その他

　総務・40周年事業準備委員会
平成25年４月４日（木）19：00〜　場所：アクシス

議題／		・役員会報告　・ＯＢ交流会について　・会員拡大について

・その他

４月度委員会報告

５月役員会報告
　５月役員会が平成25年５月２日（木）米子食品会館にて開
催されました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・４月例会報告の件　　・５月例会開催の件
　・６月例会開催の件　　・その他
＊なお、詳細につきましては、各委員長までご参照下さい。	

５月例会のご案内
と　き：平成25年５月16日(木)

ところ：米子コンベンションセンター　小ホール

テーマ：「道州制と道州制施行後の我々の生活について考える」

内　容：第一部　講演「自治の根底に流れるもの
〜Human	Rightsとは何か？」

　　　　講　師　㈲じんぶんネット　松本城州夫　氏
　　　　第二部　パネルディスカッション
　　　　　　　　「身近な自治について（実践例紹介）」

担　当：第38期　道州制問題検討委員会


